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しかしながら，それを批判する ピーパー（ ）の反論も非常に興味

深い 。そもそも，神が究極に尊重する人間の尊厳と主体性に鑑みて，自らの愛

を発揮するために人間を手段として，言うなれば からくり人形 として使用す

るというイメージは粗末にして不十分である，という。確かに，最も優れたレ

ベルの慈愛たるアガペーはただの人間，あるいは人間一人には不可能に思える

が，人間側からのある種の協力なしにも神は人間を通して誰をも愛せないので

はなかろうか。その意味においてアガペーというのは，神の恵みによって高め

られて初めて可能になった，まさに人間的な愛であると言える。ただし，その

神と人間との間に成立する協働は決して数学的・質量的に表すことができず，

どこまで純粋な人間の愛なのか，どこから神の助けによる超自然的な愛なのか，

明確に言えるものではない。ピーパーはこれを，小舟を漕ぐイメージによって

巧みに表している。すなわち，風が後ろから吹くとき，漕いでいる人間の努力

と風の力で得られる支えは確かに切り分けられるものではないのである 。神
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秘体の頭としてのキリストは様々な特質を有し，彼独自のものを持っているが，

彼と存在論的に繋がれている以上，それらはまた各々の肢体の所有物にもなっ

ている （ある程度までではなく，ある仕方で）。キリス

ト者には神の聖性や神の正義以外に，何の聖性も正義もない 。聖書によれば，

「義を行う者は，御子と同じように（ ），正しい人です」（ ヨハ ）。

また，神は人間を通して働き，自分を顕すだけではなく，人間のうちにそれを

成し遂げる。補足しておくと，ピーパーがニグレンの立場を批判的に見る理由

が他にもある 人間は神からも人間同士からも全く無償の愛を受けたくな

い，受けるのが恥ずかしいということと，また神が無関心であるかのように人

間に何も期待せず，ただ上から一方的にアガペーを注ぎ込むのではない と

いうことである。要するに，純粋なアガペーも純粋なエロース（すなわちカリ

タス）もあり得ないのである。
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この他，対神徳ではないが，次の特に二つの態度も伝統的に徳と呼ばれてお

り，グァルディーニによれば，これらも神を発端としている。それは，忍耐と

謙遜である。これらの徳もまた基本的に神と協力する場であり，本来ならまず

神に帰せられる特質に人間が与り，それをあたかも自分自身のものであるかの

ように発揮するものである。現在では当たり前かもしれないが，グァルディー

ニが生きた時代に，神の謙遜 について語ることはさぞかし斬新なことであっ

たに違いない。心の柔和なキリストの成し遂げた愛の業
わざ
は，確かに自分を虚化

する行為（ ）を意味していたが，父なる神の態度はいかなるものであろ
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うか。グァルディーニによると，神の最高の偉大さは謙りにおいて現れる。神

は何も必要とせず，自分で事足りるにもかかわらず，自らを危険に晒すまで無

へと踏み出し，愛の他にどんな理由もなく被造物へと手を差し伸べる。創造と

再創造に当たる救済によって一見すれば自らの超越性を控え，ある意味で限定

してしまうようにも見える。神は崇められるに値する存在でありながら，赦さ

れる権利を持ってもいない人間の過ちを見過ごしたりする。そう考えると，謙

遜は弱い者が取らざるを得ない態度ではなく，強い者の特権であることが分か

る 。すなわち，自分の尊厳を十分に意識した上で，それに固執しないという自

由を含意している。真理と密接に結ばれ，まさに在るべき自分を是とすること，

他の何者にも成ろうとしないことを意味する徳であるがゆえに，最大のレベル

では神にしか出来ない態度である。グァルディーニが断言するには，謙遜は神

に源泉があり，そこから湧き出る 。キリスト者の謙遜はただ神の謙遜と類似し

ているのではなく，それと密接に結ばれている。ニュッサのグレゴリオスが言

うように，神の性質のうちで最も模倣しやすいのはまさに謙遜である 。謙遜は

人間にとって自然な能力であるが，人間がこれを自由な意思によって選ぶとき，

神は自ら人間の側に歩み寄るのであり，そのようにして神の性質の模倣が可能
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となるのである。有限な物質や被造物を遥かに超えているはずの神が，それに

もかかわらず被造物へと傾き，自分をその手に引き渡し，何の利益もなしに憐

れむという発想は，古代世界にとっては不合理的で，冒涜とさえ見なされてい

た。グァルディーニに影響を与え，励ました シェーラー（ ）も既

に謙遜をキリスト教的な徳中の徳であると指摘している 。
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